
 

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
農
業
の
生
産

管
理
を
適
正
に
行
う
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
重

要
性
が
増
し
て
お
り
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
等
の
国
際
的
な
基
準
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
月

一
三
日
に
、
行
方
市
の
レ
イ
ク
エ

コ
ー
で
、「
行
方
地
域
に
お
け
る
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
普
及
推
進
」を
テ
ー
マ
に
、

行
方
地
域
農
業
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
管
内

生
産
者
や
関
係
機
関
約
一
七
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

概
要
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
手
続

き
に
つ
い
て
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
武
田
理
事
よ
り

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
行
方
地

域
で
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
現
地
取
組
事
例

を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
た

な
米
政
策
に
つ
い
て
」
の
情
報
提

供
も
行
い
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
、
取
組
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
経
営

改
善
等
に
役
立
て
、
経
営
戦
略
と

し
て
の
認
証
取
得
を
検
討
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  【
農
業
学
園
】 

 

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、

新
規
就
農
者
や
就
農
間
も
な
い
農

業
者
を
対
象
に
農
業
学
園
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

 

 

今
年
度
開
催
し
た
農
業
機
械
講

座
で
は
、 (

株)

ヰ
セ
キ
関
東
本
社

に
お
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
、
刈
払
い

機
、
防
除
機
の
実
機
を
用
い
て
安

全
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
講
義
と
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
農
作
業
機
械

操
作
時
の
安
全
に
つ
い
て
十
分
意

識
し
て
い
き
た
い
」、「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
」

等
の
声
が
挙
げ
ら
れ
充
実
し
た
内

容
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
年
度
以
降
も
こ
う
し
た
講
座

を
開
催
予
定
で
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
】 

 

ミ
ラ
ク
ル
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
は
、
農

業
学
園
で
知
り
合
っ
た
二
〇
代
の

仲
間
で
、
平
成
二
七
年
六
月
に
結

成
し
ま
し
た
。
六
名
の
ク
ラ
ブ
員

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
仲
間
づ

く
り
や
個
々
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
取

り
組
み
、
お
互
い
の
圃
場
を
見
回

る
勉
強
会
を
行
う
な
ど
技
術
の
研

鑚
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

 

今
年
度
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
半
数

が
生
産
す
る
レ
ン
コ
ン
の
栽
培
試

験
を
行
い
、
畝
間
を
広
げ
て
定
植

し
た
場
合
の
収
量
へ
の
影
響
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
に
つ
い
て
、
平
成
三

〇
年
一
月
一
一
日
に
行
方
普
及
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ

活
動
発
表
会
」
で
高
橋
勇
希
氏
が

報
告
し
ま
し
た
。 

 

行
方
地
域
農
業
後
継
者
の
育
成 

普及だより 
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青
年
農
業
士 

松
金 

秀
徳
さ
ん 

（
潮
来
市
新
宮
） 

  

松
金
さ
ん
は
、
潮
来
市
の
潮
来

地
区
で
、
水
稲
を
主
体
と
し
て
施

設
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経

営
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

 

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会
に

所
属
し
，地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
の「
潮

来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」や「
一
番
星
」

の
栽
培
や
省
力
低
コ
ス
ト
栽
培
技

術
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

   

普
及
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
行

方
地
域
の
女
性
農
業
者
を
対
象
に
、

地
域
作
物
を
活
用
し
た
調
理
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
潮

来
市
産
「
一
番
星
」
の
米
粉
を
使

い
、
小
麦
粉
と
の
違
い
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し

た
。
小
麦
粉

に
近
い
扱
い

が
出
来
、
今

後
、
現
場
で

の
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

 
 

  

霞
ヶ
浦
等
農
業
環
境
負
荷
低
減

栽
培
技
術
確
立
事
業
を
活
用
し
、

無
窒
素
及
び
肥
料
を
減
ら
し
た
実

証
圃
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

慣
行
施
肥
区
、
減
肥
区
（
慣
行

の
窒
素
施
用
量
の
半
分
）、無
窒
素

区
を
設
置
し
ま
し
た
。
収
量
調
査

の
結
果
、
初
年
目
の
取
り
組
み
と

な
る
今
年
は
、
無
窒
素
区
の
収
量

が
最
も
多
く
、
次
い
で
慣
行
施
肥

区
、
減
肥
区
と
な
り
、
十
分
な
収

量
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
継
続
し
て
同
試
験
内
容

を
行
う
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
県
レ
ン
コ
ン
優
良
系
統

選
抜
試
験
に
参
画
し
、
年
内
掘
り

優
良
系
統
の
「
パ
ワ
ー
」、「
ひ
た

ち
た
か
ら
」
と
年
明
け
掘
り
優
良

系
統
「
み
ら
い
選
抜
」、「
金
澄
三

九
号
」
の
選
抜
及
び
現
地
適
応
性

試
験
圃
を
設
置
し
、
優
良
系
統
の

特
性
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
の
結
果
、
行
方
地
域
で
は
、

「
パ
ワ
ー
」、「
ひ
た
ち
た
か
ら
」、

「
み
ら
い
選
抜
」
の
種
ハ
ス
増
殖

を
行
っ
て
お
り
、
配
布
体
制
の
構

築
に
向
け
て
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

   

雑
草
イ
ネ
は
古
代
米
や
栽
培
品

種
の
赤
米
と
は
異
な
り
、
脱
粒
し

や
す
い
、
出
穂
期
や
草
丈
が
異
な

る
、
籾
の
先
端
や
芒
が
着
色
し
て

い
る
等
の
特
徴
を
持
ち
ま
す
。 

 

栽
培
種
と
同
じ
イ
ネ
な
の
で
、

通
常
の
除
草
剤
使
用
で
の
防
除
が

難
し
く
、
発
見
が
遅
れ
て
放
置
す

る
と
、
等
級
落
ち
や
減
収
な
ど
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

 

 
防
除
対
策
は
、
大
き
く
分
け
て

次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

①
５
月
下
旬
の
代
か
き
で
発
芽
し

た
雑
草
イ
ネ
を
死
滅
さ
せ
る
。 

②
除
草
剤
を
３
回
体
系
処
理
す
る
。 

③
手
取
り
除
草
す
る
。 

 

詳
し
い
防
除
方
法
は
、
農
研
機

構
や
植
調
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
他
、
普
及
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

本
会
は
、
行
方
地
域
の
農
業
担

い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
的
に
、

市
等
の
関
係
機
関
と
農
業
者
代
表

で
構
成
さ
れ
、
就
農
支
援
会
議
の

開
催
、
新
規
就
農
者
情
報
の
共
有

就
農
相

談
な
ど

関
係
機

関
が
連

携
し
て

活
動
し

て
い
ま

す
。 

 

就
農
相
談
は
、
平
成
二
七
年
度

は
二
一
回
、
二
八
年
度
は
二
九
回

二
九
年
度
は
現
在
ま
で
に
十
二
回

実
施
し
て
お
り
、
農
家
子
弟
や
非

農
家
出
身
者
を
問
わ
ず
、
就
農
の

検
討
、
技
術
研
修
、
就
農
計
画
や

資
金
計
画
の
作
成
支
援
、
国
の
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
活
用

に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
担
い
手
の
確
保
で
は
、

新
農
業
人
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
受

入
体
制
強
化
の
た
め
、
産
地
に
お

け
る
研
修
生
受
入
や
空
き
ハ
ウ
ス

の
有
効
活
用
策
な
ど
の
検
討
や
先

進
事
例
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

行
方
地
域
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
被
害
は
年
々
拡
大

し
て
い
ま
す
。
被
害
防
止
対
策
を

地
域
ぐ
る
み
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

①
畑
な
ど
に
不
要
な
果
実
や
野
菜

残
渣
を
放
置
し
な
い
。 

②
耕
作
放
棄
地
や
ヤ
ブ
な
ど
の
隠

れ
場
所
を
な
く
す
。 

③
侵
入
防
止
柵
（
ト
タ
ン
板
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
、
電
気
柵
）

を
設
置
し
て
集
落
・
農
地
に
侵

入
さ
せ
な
い
。 

  

①
農
薬
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
は
、
登
録
農
薬
を
、
使
用
基

準
に
従
い
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
は
、登
録
番
号
、

使
用
方
法（
作
物
名
、使
用
時
期
、

使
用
回
数
等
）
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
や
メ
ー
カ
ー

の
チ
ラ
シ
等（
登
録
変
更
等
）で
、

こ
れ
ら
を
確
認
し
て
か
ら
、購
入･

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
農
薬
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
記

帳
し
ま
し
ょ
う
。（
圃
場
ご
と
に
日

付
、
農
作
物
名
、
農
薬
名
、
希
釈

倍
数
、
使
用
量
を
記
帳
） 

農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て 

行
方
地
域 

就
農
支
援
協
議
会
の
活
動 

雑
草
イ
ネ
に
ご
注
意
を
！ 

レ
ン
コ
ン
施
肥
改
善 

及
び
優
良
系
統
の
導
入 

普 及 だ よ り 

～農業機械の盗難に気をつけましょう・農作業事故防止につとめましょう～ 

平
成
二
九
年
度
認
定 

茨
城
県
青
年
農
業
士
の
紹
介 

女
性
農
業
者
の
活
動
紹
介 

収穫物に混入した雑草イネ 

米粉の調理実習 

H28新農業人フェア 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止
対
策 


